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や まな かえんらようあ いさ つ

山中園長挨拶

日頃 よ り、 日野 療 護 園 に対 して 、 ご利 用 者 の 皆 さ ま を は じめ 、 ご家 族 ・関 係 者 の 皆 さ ま の ご理 解 • ご島  力 を

い た だ き、 福 "よ り簿 論 申 し上 げ ま す。

私 自直 、昨 年 度 の 1年 間 を振 り返 って み ま す と、直 面 す る 園 運 當 上 の 様 々 な 課 題 に戸 惑 う こ と も芻 く、そ の 日

そ の 日の 対 嗣 こ追 わ れ る包 日で あ った と感 じて お りま す 。しか し、!! 員 一 人 ひ と りは、そ れ ぞ れ が 烏 て る 力 を出

し吾 いな が ら、 ご知 用 者 の簪 さ ま 以 ひ と りに毒 り余 った 翌陰 を 日々 行 って きて くれ た と思 って お りま す 。

そ して 、 今 年 度 も新 た に 日野 盧 護 園 で の 活 躍 を 志 す 新 規 の 愉 員 が 配 属 さ れ ま した 。 薪 規 の !! 員 に つ いて は、

ま だ ま だ ご利 用 者 の 皆 さ ま との 関 係 作 りや 、 介 護 我 術 の 習 得 な ど未 熟 な こ と も 多 く、 ご利 用 者 の 皆 さ ま に は ご

不 便 ・ご迷 惑 を お か け す る こ と も 多 い こ と と思 い ま す が 、 これ か らの 日野 療 護 園 を支 え て い く こ との で き る す ば

ら しい 職 員 ( 人 材 ) で あ る と確 信 して い ま す。 ご利 用 者 の 皆 さ ま を は じめ 、関 係 者 の 皆 さ まの 温 か い ご支 援 ( 支

え ) を いた だ けれ ば 幸 い に思 い ま す。

最 後 に、 今 年 度 の 園 運 営 に あ た り、 日野 療 護 園 の 運 営 理 念 の 具 現 化 に 荷 け た

取 組 み と と も に、 ① 安 全 ・安 心 な 利 用 者 支 援 体 制 の 構 築 、 ② 職 員 の ワ ー ク ラ イ

フ バ ラ ンス とS しの 直 い麟 邊 づ く り を驚 朱簡 な コ ン セ プ トに思 え た 鼓 論 み を

筵 め て い きた い と箸 ’えて い ます 。

ご利 用 者 の 皆 さ ま が 、 健 康 で 日々 の 生 活 で 異 顔 に瀟 ら た も の に な る こ と を願

い、 !! 員 が 一 丸 とな って 頑 張 って い き た い と思 い ま す の で 、 皆 さ ま の ご指 導 •

ご篇 5労 の ほ どよ ろ しく お館 い いた しま す 。

日野 盧 護 園 園 長 山 中

か ん り ぶ も ん ち ょ うけ ん か ん りし え ん も ろ お か

支援 ・管理部門長兼管理グループリーダー 師岡

グ ル ー プ リーダ ー 師 岡

号 舞 、 曾 重グ ルー プ リーダ ー を糊 しま す 、 あ 簡 養 の 前 簡 と單 しま

す 。今 年 の春 の 案 話 会 は、 温 か い 貞温 の 中 、満 開 の^ の 元 で 開雀 す る こ

とが で き、 新 南署 の鶴 覆 も晝 ’ん で い ら っ しゃい ま した 。

さ て 、日野 療 護 園 は、事 業 団の 自主 運 ・ 移 行 第 1 号 施 設 と して、平 成 2

7 単 4 月 に新 た に歩 み 始 め ま した が 、早 く も 4 年 目 を迎 え ます。唇 理 激 門

と して 、 今 後 も 計 画 的 且 つ効 果 的 な 経 営 努 力 を積 み 重 ね 、 更 に安 定 的 な

運 営 が 図 れ る よ う取 り組 ん で 参 りま す 。ど うぞ よ ろ しくお願 い致 しま す。



萩原 “新”事業推進グループリーダー挨拶

新 倫 の ま ぶ しい差射 とな りま した 。 善 さ ま こん にら は 。 この 管 、 B i s ! グ ル

ープ リーダ ー に 就 任 しま した 、 競 原 由紀 と申 しま す 。

日野 療 護 園 で の 業 務 は 今 年 で 5 年 目 を迎 え ま す。薪 た な 業 務 を 行 うた び に、園 の

しい 一 面 、ご利 用 者 様 に つ いて 知 らな か った 事 を知 る こ とが で き、た くさ ん の 学

び を得 な が ら 日々 業 務 を 行 って お ります 。

今 年 度 は、 日 中 活 動 や 短 期 入 所 を 中 心 に業 務 を 行 う事 とな りま した 。

共 に曲 ごす 缺 員 や ご莉 南署 藤 に雷 をか け て いた だ き、 菱 え られ て 過 ご して お り

ま す が 、で き る だ け早 く整 霧 に着 れ て 、グル ープ リーダ ー と して しっか り畢 務 を 行

え る よ う藝 め て 奪 りま す 。 染 と も ど うぞ よ ろ しく お龍 い いた します 。

石川 “新”福祉サービス第 1 グループリーダー挨拶

f ffi i グ ル ープ リーダ ー

こ の 度 、 福 祉 サ ー ビ ス 第 1 グ ル ー プ リ ー ダ ー に 就 任 い た しま した 石 川 で す 。

螢 撮 護 圃 で の 劃霧 は 7 罷 で す 。 黑 斬 の §籍 簡 は 翻 サ ー ビ ス 翁 2 グ ル ー プ で

介 筋 員 を、 そ の後 の 3 年 間 は 彙2 グ ル ープ リーダ ー を務 め さ せ て 頂 き ま した 。

しい和 簡 を迎 え て 、1 か 月 が 過 き ま した 。経 験 ・未 経 験 に関 係 な く、真 曇 な 態 度

で 丁 寧 な 介 筋 を さ れ る 姿 を群 見 し、向 島 も 自分 の 誕 を正 しま した 。ま た、既 存 の 職

員 が 陶み 考 え提 案 して くれ る事 か ら妄 く を學 ばせ て 頂 いて い ます 。 これ まで も、

ま た 今 年 も この よ うな 素 晴 ら しい メ ンバ ー と一 緒 に 働 く事 が で き る こ と を大 変 道

しく思 い ま す 。

今 、日野 療 護 園 は大 き な 転 履 顚 こあ り、課 題 も描 え て い ま す が 、この メ ンバ ーで

良 い支 援 が で き な い はず が な い、 と 私 は確 信 して い ま す 。 職 員 の 皆 さ ん と共 に、

力 を合 わ せ て 利 用 者 支 援 に邁 進 す る所 祥 で す。 ど うぞ 宜 しくお願 い いた しま す 。

宮内 “新”福祉サービス第2 グループリーダー挨拶

悼 • J
み ま も

弄 皆 よ り、翻 サ ー ビス翁 2 グル ー プ リーダ ー を務 め さ せ て いた だ き ま す管 為

壷 希 子 で す 。能 雑 は蕾 1 グ ル ー プで グル ー プ リーダ ー と して の 空 年 間 務 め させ て

いた だ き ま した 。グル ープ リーダ ーの 業 務 を覚 え る こ と に必 死 で 、利 用 者 襟 • ご家 族

様 へ の 配 慮 が 行 き届 か な か った こ とが 多 々 あ った と思 い ます が 、温 か く見 守 り、支

えて くだ さ った こ と に感 謝 いた しま す 。 日野 療 護 園 に乗 て か ら、所 属 は第 1 グル ー

プ で した が 、この 一 年 で 、現 場 で 働 いて い た 時 とは ま た違 う 形 で 利 用 者 様 ・職 員

を 知 る こ とが で き、 自分 の 視 野 ・考 え方 も 広 が りま した 。 今 年 度 か らは 第 2 ク'ル

ープ の所 菌 こな り、よ り広 く利 用 者 員 を知 る機 会 に恵 まれ た こ とを遺 しく思

い ま す 。

石 巾 グ ル ープ リーダ ー と篇 5労 し、壁’利 用 著 覆 • ごB I S • 廳 員 の お物 こた て る

よ う に、 顧 逆 して い き た い と魚 い ま す 。 号巻’皆 も よ ろ しくお・ い いた しま す 。

福 祉 サ ー ビス

第 2 グル ープ リーダ ー 管 用
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へ い せ い しょう か いね ん ど ひ の りよう ご え ん う ん え い ほ う し ん

平成3 0 年度日野療護園運営方針の紹介

日野療護園運営理念
「運営理念」の実現 ( 理念の具現化) に向け、利用者本位のサ ービスの徹底、地域 に貢献で

きるサ ービス提供 にまい進 していきます。併せて、自主運営施設 と しての経営感覚 を持 って、

安定的な園運営の構築 に向けて取 り組みます。

全職員が、相旬 こ協 力 しなが ら、園運営体制を支え合 うことで、日野療護園で 働 くことに

誇 りを持てる職場の風土作 りを進めていきます。

～ 日野療護園運営理念～

1. 一人ひ とりが自分 ら しい人生を送 ることができる支援を します。

1. 一人ひ とりの信頼 と絆 を大事 に した支援 を します。

1. 地域の誰 にで も、いつでも、 どこでも、いつまでもお役 にたてる支援 を します。

1. 地域 とのつなが りを持ら、地域 に貢献する支援を します。

1. 明るい笑顔 を大切 に、 心 の こも った 温 かい支援を します。

1. 豊かな感性 を持ら、 自覚 と責任のある支援を します。

平成 3 0 年度の運営方針

利用者が基本的人権 を享 有する個人 と しての尊厳 にふさわ しい自立 した 日常生活又は社会

生活を 営 むことができるよう、安全 ・安心で質の高いサ ービスを提供 します。また、人材確保 ・

育成の強化、創意工夫や業務の見直 しによる、効率的 ・弾 力的なサ ービス提供 に努めていき
ます。

この為、以下の 5 つの方針 によ り施設運営を 行 います。

1 利用者本位のサ ービスの徹底

( 1 ) 利用者本位のサ ービスの徹底 に向けて、利用者一人ひ とりに向き合い、その方 ら しく生

き生きと した生活が送れるよ う、個性や主体性を尊重するサ ービスを提供 します。 ま

た、ニ ーズを丁寧 に把握 した上で個別支援計画 を作成 し、安心 した生活や社会参加 に結

びっく支援 を 行 います。

( 2 ) 福祉サ ービス第三者 評 価の受審、利用者満足度調査、苦情相談 における第三者委員の

活用な どによ り、客観的な視点か ら検 証 と評価を重ね、サ ービス改善の取組 を進める

とともに、よ り開かれた施設運営 に努めます。

3 �
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ぎゃくたいな ど ふ て き せ つ し え ん ぼ う し む と り くみ き ょ うか は か

虐待等不適切な支援の防止に向けた取組の強化 を図ると
せ い か つ こ う ち く む かんせん しょう よ ぼ う

地域 との連携の強化
地域の多様な主体 と連携 し、利用者の地域生活移行への取組 をは じめ、社会参加や地域

社会 との交流 を図 り、開かれた施設運営を 行 います。

また地域の福祉資源 と して地域社会のニ ーズに積極的に対応 し、地域で生活する

障害者 を支えていくことを推進 します。

( 記:支援 ・管理部門長兼管理グル ープ リーダ ー 師岡)

公的な役割の継承

最重度障害者や重複障害者等特別な支援が必要な利用者を積極的に受け入れ、在宅で

暮 らす障害者等のセーフテ ィネ ッ トと しての役割の推進等、重度の障害がある方でも、

その人 ら しい ( 希望する) 生活ができるよ う取 り組みます。

また、高齢化 • 重度化 • 虚弱化 に 伴 い、嘱託医や関係医療機関との連携 を強化すると

ともに、研修の受講 によ り、たんの吸 引等 を 行 う生活支援員の資格者の育成 とその実施

に努めます。

運営体制の強化

利用者の権利擁護 を推進 し、

ともに、利用者の安全 ・安心な生活の構築 に向け、 リスクマネ ジメン ト、感染症予防の

強化、防災訓練の定期的な実施、情報セキ ュリテ ィ対策等の徹底 を図 ります。また、業務

の見直 し等による効率的な施設運営、経営 目標指標 に基づ く執行管理等 によ り、

安定的 • 自立的な施設経営を進めていきます。

人材確保 • 育成の充実強化

質の高いサ ービスを安定的に提供するため、〇 J T を人材育成の基本 と位置づけ、こ

れまで 培 ってきた支援 ノウハウを継 承するとともに、能 力 ・脳 責 に而 じた研 修 計画 に基

づき、安全 ・安心 を基本 と した、質の高い支援技術 ( スキル) と専門性を兼ね備えた脳 員

の育成を図 ります。また、脳 員一人ひ とりの自己肯定感 を高め、活力溢れる人材育成 ・

定着、脳員間の連携 とフ ォローア ップ体制 を確立 し、全職員が一体 となる組織風土を

醸成 していきます。

さ らに、安定 した 自主運営体制の構築 に向け、次世代を担 うチ ーム リーダ ーの人材

育成を進めていきます。



日野療護園

3月28 日、春のお茶会

3 月 2 8 日、 園 の 三妥 も満 開 で 、 天 気 に も恵 まれ た 中 で 今 年 は春 の お案 会 を開 健 いた しま した 。

園 庭 に あ る 桜 も い つ も は 建 物 の 中 か ら見 て い る こ とが 多 い で す が 、 暖 か な 日差 しの 下 で 風 を感 じな が ら眺 め る

事 が 出棄 ま した 。

飢 洋 、お樂 を嵌 み な が らゲ ーム な どを

して崖 しん で い ま した が 、琴 洋は 「桜 」

「春 」と季 節 を感 じて 欲 しい と思 い、み

ん な で 愈 を描 いて み ま した 。 鮮 が 謂 か

れ て い る模 造 紙 に 一 人 ず つ 手 形 、ス タ ン

プ を 押 して い た だ き 、 (い ろ い ろ な 形

の)卷 が 満 開 にな りま した 。

(記 :溢 サ ー ビス第 2 グル ープ 秋 山)

し ん き て ん に ゅ う し ょ く い ん し ょ う か い

新規 ・転入職員紹介
だんせい め¦

事 業 徒 進 グ ル ープ に女 性4 名 、福 祉 サ ー ビス グル ー満 開 の 桜 の 下 、今 年 は管 理 グル ー

プ に女 性9 名 • 男 性 3 名 、 合 計 18 名 の 新 しい職 員 を迎 え しま した 。

経 験 者 も未 経 験 の 方 も、曾 さ ん す ぐ に現 場 に馴 桑 み 、 元 気 い っぱ い に活 躍 して い ま す ! ！

春 か らまた 新 た な ス タ ー トを切 った 日野 療 護 園 を ど うぞ よ ろ しくお願 い しま す 。
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大つらら 悼辞は

隼となりけりに
美智子の句

白酒で 酔払った

子供の頃

麻美の句

川 沿 いの ベ ンチ に座 って Bee Gees の 『First  of May』 ( 若 葉 の ころ) を聴 きな が ら …

思 うよ うな 自分 にな れ な い弱 い 自分 が い る の に、 知 らな い うら に時 が 過 ぎ去 って しま う こ とへ の 感 傷 を抱 き な:

か ら も、 新 しい 気持 ら で 物 事 に取 り組 む こ とが で きそ うな 、 初 夏 の 心 地 よ い風 を感 じる この 季 節 が 好 きで す 。

( 記 : 山 中)

集 記

雛まつり 母手作りの

ららし寿司

るりの句

香香の 仕草に和み

風は春

洋子の句

雨だれの 音がひとすぢ

日永かな

八枝子の句

車椅子 春のいぶきに

つつまれて

博吉の句

蕊の臺 香り満ちくる

厨の夜

紀美の句

ひなまつり 白酒飲んで

ほろ酔いに

歩美の句

老梅の 枝支えられ

咲き 、たる

明子の句

h 〇 Four Seasons 日野療護園

,ヨ
(

1)
ぐ

布
七

r

¢
律

 0
^

俳
句

(木
の

実
の

会
)

6


